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調 査 研 究 の 目 的 

平成 30 年の硫黄山噴火による影響で、周辺の河川水が白濁し、
環境基準値を超えるヒ素などの有害物質が検出され、河川から農業
用水が利用できないという問題が起き、生態系にも影響が及んだ。
県では、仮設石灰石中和水路を設置し水質改善実証試験を実施した
ところ、緩やかではあるものの水質改善を確認した。また、河川水
の pH が酸性から上昇することで、鉄の水酸化物とヒ素が共沈し、
河川水中のヒ素濃度が低下することから、河川水中の鉄の濃度が水
質改善施設の運用によるヒ素濃度の改善に影響すること 1)が考え
られる。このため、本研究では県が実施するモニタリング調査結果
を基に、重金属等(鉄)の追加調査や解析を行うとともに、水生生物
調査を実施し、水生生物への影響を調査することで、水質改善施設
による水質改善や県民に対する情報提供・注意喚起のための補完的
情報として役立てることを目的とする。 

調査研究の進捗状況 
 

これまでの成果や問題点等を 

含む。  

平成 30 年から令和２年のデータと合わせて、令和３年から令和
４年までの県実施のモニタリング結果の解析を行った。項目は主に
pH とヒ素、場所は沈澱池上流部、えびの橋、大原橋、長江橋の４
地点でそれぞれグラフを作成し、傾向を推測した。結果として、pH
は沈澱池上流部とえびの橋で依然として低く、大原橋と長江橋で改
善が見られた。ヒ素は沈澱池上流部とえびの橋で環境基準値を超え
ることが多く、大原橋と長江橋では環境基準値未満であった。 

今年度に行う調査地点の選定や項目の検討については、調査地点
を沈澱池下流部、えびの橋、大原橋、長江橋の４地点とし、項目を
pH、EC、As、Cd、Pb、Fe、B、F、ORP とする。水生生物調査に
ついては、第３四半期に上記の４地点で水生生物の種の同定を行
う。 

併せて、県実施のモニタリング結果の解析を継続して行い、当所
で測定する重金属等のデータを基にヒ素濃度の増減に関する鉄の
関与について調査を行うとともに、河川水質や水生生物に影響があ
るのか検討し、相関について解析や評価を行う。 
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